
高齢者支援グループからの
お知らせ

多治見市

高齢福祉課 高齢者支援Ｇ

令和６年度集団指導配布資料

～生活応援員の育成～



多治見市高齢者保健福祉計画2024

１．基本目標

いつまでも元気で、地域で支えあうまち～地域共生社会の実現～

２．基本方針

基本方針１ 地域包括ケアシステムの強化・充実

基本方針２ 認知症施策の推進

基本方針３ 介護予防・健康づくりの充実・推進

基本方針４ 高齢者の活躍推進

基本方針５ 介護サービスの適正化

引き続き、高齢者が元気で、住み慣れた地域や住まいで、自分らしく暮
らし続けられるまちづくりを目指します。
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基本方針１
地域包括ケアシステムの強化・充実

高齢者が住み慣れた地域でその人らしい生活を続けること
ができるよう、包括的に支援していく。

５つの基本方針

１-１．地域包括支援センターの運営

１-２．生活支援体制の充実

１-３．医療・介護の連携推進

１-４．地域で住み続けられる環境整備

１-５．介護人材の確保・育成

１-６．権利擁護に関する制度の利用促進
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基本方針１-2
生活支援体制の充実
高齢者が地域で暮らしていくためには…

・地域ボランティアや民間企業等多様な主体による見守りや支援が大切

地域で支えあう体制づくりが必要

・多治見市では、住民主体サービス（※）を令和３年度から運用しています。

（※）介護保険制度ではサービスＢとして位置づけられています。

地域力を高め、生活支援等の担い手の増加、裾野の拡がりを期待。

担い手は生活応援員
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住民主体サービスの現状は

どのようでしょうか。

5



住民主体サービスの現状
～住民主体サービスの登録状況～

１）住民主体サービスの登録状況 令和6年6月1日現在
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団 体 名
団 体
登録者数

内
生活応援員

備 考

北栄地域福祉協議会 ７人 ５人

笠原地域福祉協議会 ２１人 ４人

根本地域福祉協議会 ２７人 １人

ふれあい小泉 ３０人 ４人

市之倉地域福祉協議会 ５１人 ６人 令和6年6月1日～

ちょっとお手伝い ２４人 ３人 令和6年6月1日～

合 計 ８５人 １４人

北栄、笠原、根本、小泉地域の地域福祉協議会が運営する
住民主体サービス（高齢者ごみ出し支援）の担い手として活動中。



住民主体サービスの現状
～住民主体サービスの活動状況～

２）住民主体サービスの活動状況 令和6年6月1日現在

活動については、ごみ出し支援が中心となっています。
１月あたり１～２回の利用が中心。多い利用者では１０回
ほど利用。
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年 度 支援回数（※１）
内 生活応援員
が対応した実績

住民主体ｻｰﾋﾞｽ利用者

延べ人数 実人数

令和３年度 １７３回 ６６回 ４５人 １１人

令和４年度 ５４６回 ３５２回 １２２人 １２人

令和５年度 ８５９回 ６１３回 １６１人 １３人

合 計 １，５７８回 １，０３１回 ３２８人 ３６人

※１）生活応援員以外が対応した件数を含む支援回数



住民主体サービスの現状
～生活応援員の登録者数～

２）生活応援員の登録者数 令和6年6月1日現在

多治見市生活応援員は、介護保険事業のうちの総合
事業の担い手として平成28年度から育成を開始。

令和５年１１月に開催した講座までで160人を育成。
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年 度 育成人数 累計人数

平成２８年度 ４０人 ４０人

平成２９年度 ６人 ４６人

平成３０年度 １４人 ６０人

令和元年度 ０人 ６０人

令和２年度 ２４人 ８４人

令和３年度 ２６人 １１０人

令和４年度 ２６人 １３６人

令和５年度 ２４人 １６０人



生活応援員育成講座
受講者募集のご案内
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講座内容
日 時

※各講座ともいずれかの日を選択

講座（１）
・介護保険制度と生活支援活動の概要
・緊急時の通報、個人情報お取り扱い

11月12日（火）13:30～16:30

11月13日（水）13:30～16:30

講座（２）
・高齢者の特性、心理、接遇について
・認知症について

11月19日（火）13:30～16:30

11月20日（水）13:30～16:30

講座（３）
・訪問マナーについて
・生活援助の意義と種類、演習

11月26日（火）13:30～16:30

11月27日（水）13:30～16:30



ありがとうございました。
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